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高鍋学校の研究

関 ｛義久

問題の所宿

高鍋学校は、明治12年 9月に旧高鍋藩校明倫堂勝地において発足した。そして、明治

15年 9月には中学校を名乗り、高鍋中学校となった。しかし、当時は中学校という概念

がなお混沌とし、中学校を名乗りさえすれば、それで中学校になりえた時期である。そ

うした中学校のあり方が問題とされ、明治15年の中学校教期大鱗や明治17年の

期に代表される文部省の中学校正務化が行われるのであるが、中学校という概念が視沌

とするなかで、高鍋学校が中学校を名乗る背景に為ったこの地方の教育要求は侍であっ

たのだろうか。

通史編 近・現代 1J ・ r高錆町史jでは、高鍋中学校もまた明治17年 6

丹には正格の中学校の基準を充たすことができずに中学校の名称を返上したこと、しか

し、その後も学校自体は存続を保ち、明治36年 3月に高鍋農業学校に再編されるまで、

この学校は高鍋…帯の初等教育後の教育を担い続けたことが明らかにされている lo 蕃

校の系譜を引く高鎖中学校（高鍋学校）の教育は、結果として、近代中学校教育のなか

に反映されるものではなかったが、正系の学校体系が整備された後までも、この地方に

いては大きな役割を担ったことがわかる。

藩校と近代中学校の連続性をめぐる議論のなかで、神辺靖光；ま実擦の連続性よりも

議上の連続性が強かったことを指摘しヘ新谷恭明はそうした意識上の連続性、 IB藩校

に対する士族層の思い入れが、近代中学校を作り上げていく原動力となったことを豊津

育徳館や宮本洋学校の事例を通じて検証した 30 これに対し、高鍋学校の；場合法、 i日藩

の政治的力量に関孫して、文部省の甑…的な教育政策に相対し、近代中学校への転換を

断念させられた学校である。しかし、出藩校の存続を模索する過程において、

なることができなかったという挫折は、それまで以上に学校の再組織化の必要’性を

感じ取る契機になったにちがいない。この意味において、高鍋学校の事例は、明治10キ

代に地方で、持ち上がった中学校教育の構想、と、それを正格か否かのふるいにかけた文部

省の とのせめぎあいが、地方の教育にもたらした影響を検証する大きな課

題性を有しているといえる。

以上の問題関心に基づき、本議では、高鍋学校が中学校を名乗る背景にあったこの地

方の教育要求のかたちに迫るとともに、あわせて中学校の名容を返上した後に

がめざした教育と ったのかを る。高鏡ー苦で持ち上がった
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関 ｛義久

構想、はどこまで近代中学校に接近したのか、また近代中学校になることを断念した高鍋

学校ではいかなる学校の碍組織化が行われたのかを検証し、押し帯せる中学校正務化の

波が高鍋一帯の教育にもたらしたものに迫ることにしたい。

1 .明治10年代の宮埼県域における中学校教育の動向と高鍋中学校

現在の宮崎県域辻明治 9年5月から明治16年1月にかけては第ニ次鹿克島県の一部で

あった。明治6年1月に第一次宮崎果に再編されたIB高鍋藩城付き地である高鋳一苦も

この期間は鹿児島県であったO 文部省年報によると、宮崎県域に中学校を名乗る

はじめて登場したのは明治11年であり、それから明治16年までのあいだに、長距中学校・

日新中学校・都城中学校・高鍋中学校といった四つの中学校が誕生した。ここでは、

鎖中学校を含めた四つの中学校の動向を、中学校正格化への対応に注目しつつ明らかに

していきたい。

飲肥中学校は、明治11キに飲肥小学校内に開設された九在籍生徒数試明治12年に S

、翌日年に14名であり、教員は妖肥小学校教員でもある 》つ

た言。しかし、飲肥中学校の教宵が実際に行われることはほとんどといってなかっ

開校が開設されたとされる銑肥小学校は、表向きは明治16年9月まで、苓読を保っている

ものの、実際は向学校の維持費を捻出してきた紙理商社の紛争によ。て、明治12年には

閉校となったからである九飲肥中学校は、実質的には存立する条件を全く持たな

授であったといえる。

日新中学校は、明治13年に高竣町ほか4か村が連合して諸；思惑大井村の高城小学校内

に設立された。教員は溝上忠友ただ 1名、生徒は31名であり 7、その教育は読方・修身・

主とする廷か算術・物理・経済の教科を授けるというもので、小学校教員として

の学力養成と各種専門学校などへの入学を目的とした九しかし、詞校の記録が文部省

年報に掲載されたのはこの年設りで、次年度からは姿を泊している。寵児島から分離を

した 2ヶ月後の明治16年7月に宮崎県が行った町村立私立諸学校教則調査によると、

日新中学校は学校名を公立日新学社としており、少なくともこのときまでに中学校の看

板を降ろしたことがわかる九そして、明治17年5月には町村民から の賦課に前

えかねるという苦靖が重なり魔校となったへ

都城中学校は、明治12年に都城小学校第一四卒業生が輩出されるのに対応して、この

に同小学校内に設置された。教員は同小学校教員である中社裳古や高野安恒が兼ね、

経費もまた同小学校費から捻出された。在籍した生徒の数は、明治12年18名、翌日年17

名、翠々14年は不明だが、明治15年34名、翌日年39名、翌々17年31名であり、明捨18年

に撰校を迎えた九

同校では明治12年2月に教則が作成されている。これによると、同校の教育は｛孝行年

提3年、授業時間は 1日5 学科課軽は以下のものが探用されていたことがわかる
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高議学校の研究

（括弧内は週時間数。）。

第一年第一期三綾

地理学［引…興地誌略

史学［ 6 J…由史略続国史略語語、泰西史鑑上編

穆身学［ 2 J…修身論勧善言II蒙 物理学［ 6 J…物理全志

[ 6 J…対数まで 文章学［ 2 J…文章軌範

作文［ 2 J…臆読証券及び記事

二級

史 学 ［ 6 J…続国史略後編、正続十八史路、

経済学［引…泰西経済論 博物学［ 6 J・

数学［ 6 J…代数 化学［ 3 J…小学化学書化学言！l蒙の類

文章学［ 3 J…謡殺に同じ 作文［ 2 J 

一級

[ 6 J…日本外史、元明清史略

[ 6 J…弗氏生理番 農高学［ 2 J…泰西農学、

3〕…単記複記

画学［幻…文部省刊行小学踊学園法階梯揮発用法等

数 学 ［ 6 J…幾何 文章学［ 3 J…前殺に開じ

作文［じ…諒殺に同じ12

このうち、数学は f洋算ヲ要スト難ドそ主徒ノ志願ニヨリ和算ヲ授クル妨ケ

とされ、簿記とともに「用番ヲ定メス旦生徒学業ノ進否ニヨワテ其科目ヲ望書酌スルモ教

師ノ連立ニ在ス」14 とされたO 全体的な教育方法としては、「各苓ノ用番ハ生徒ヲシテ輪

議セシメ戒イハ教師講述スルニモノトス尤其要所ハ暗記セシムルヲ要スJ15であり、生徒

による教科書の輪講などが主とされた。

以上見たよう広、妖肥中学校・日新中学校と 2校は、中学校の正格化が問題となる以

前に、学校の存続基盤を得ることができずに露校した。これに対し、都城中学校はわず

かではあるが中学校正格化が問題とされる時期にまで、存続を保っている。そこで、次に

都城中学校における中学校正諮化の対応状況を見ることにしたい。

明治16年 7月に宮崎患は襲討す立私立諸学校教問調査を行った。これにより、県内の諸

学校には教則の提出が義務付けられたのであるが、都城中学校はこ を舞視し、よ

うやく畏の学務課に教則を届けたのは同年11月のことであった。しかもその教関は、教

科用書籍器械表、教員履歴、教員役員職務心得などの七項目にわたって記載漏れがあり、

これを作成したのも、本来作成しなければならない学校管理者ではなく

るという、怠慢なものであった。学務課はこの七項目についての本舗を指摘し、

入を都城中学校学務委員に命じた。しかし、その後、同校から提出されることはなかっ

19 



際 議 久

た九そして、再三にわたる学務課の督促を都城中学校は無視しつづけ、明治18年に都

城中学校は廃校となった。文部省年報には、「前年々報ニ関諌シタツカ如ク到底中学タ

ルノ資力ニ乏キヲ以テ其名義マ攻ムルノ議モ起リシト難モ完全ナルヲ期スヘカラサルノ

ミナラス為ニ小学校経費ニ減少ヲ来スカ知キコトアラハ却テ有害無益ノ挙タルヲ

断然之ヲ蕗Jl:シタリJ17とあり、中学校教期大親に準じた教尉改正を先延ばしす

るなかで、中学校の名訴の返上を指示された都城中学校誌、中学校であることを諮める

と問時に各種学校として存続を保ゥという道も小学校費への庄追を恐れ断念していった

のである。

このように、都域中学校は飲肥及び日新中学校の 2校に比べると、中学校の名称を保

持したまま数年生きながらえたが、これは都城中学校が中学校正格化への対五与を無視し

続けた結果であ号、学校自体の存続基盤を得ることができなかったという立では龍の 2

校と河じであった。つま号、宮崎県域で、中学校を名乗った学校は、中学校正格化にどう

対5与するかという問題以前に、学校としての経営基盤さえ持たない不安定な学校だ合

のである。

ここで、当時の鹿児島県の中学校正接化への対芯状況に触れておきたい。明治16年4

月に行われた寵児島県巡視功報告において、鹿児島県立中学校の教育は「教期ハ明治十

四年ノ制定ニ係りリ不充当ノ撚少シトセス然レトモ話下改正ヲ加ヘント欲シ文部省示ス

所ノ中学校教則ノ大綱ニ碁キ専ラ調査ニ従事スルカ故ニ今敢テ之ヲ論セス諸般ノ準備整

ス教授法管理法部不可ナワJ18と評されたりこのことが示すように、中学校正格化

への対応、という点でいえば、鹿兎島県自体が大縞の基準を無視してきたという

であった。

高鍋中学校は、明治12年5月に

月に教則改正を行い、高鑓中学校を

という名称で発足した。そして、明治15年 G

た。明治15年5月といえば、すでに文部省に

よる中学校教期大綱が示された後である。詳細は後述するが、高鍋学校は、この中学校

教則大綱に準じて作成した教則を作成するという手）！棋を踏んで、高鍋中学校への昇格を

果たした。当時の鹿児島県が中学校教期大縞の基準を無視していたことからすると、

ある意味では競児島県内で唯一の正籍中学校であったことになる。

2.高鍋中学校の成立

(1) 菖錯学校の発足

藩致期を通じて高鍋一帯の教育及び文化の形成を担った落校明信堂（安永7 [1778] 

年設立）は、明治 5年8J=Jの「学制jによって一旦は麗組となった後、第26番中学区第

7番島田小学校に再嶺された。しかし、明治10年に西海戦争が起こると、高鍋一苦もこ

の戦鴻に巻き込まれ、教脊は停還の時期を迎えた。こうしたなか、廃藩による藩の解体

や西南戦争の混乱によづて充分に学問修汗に励むことができなかでコた！日藩士青年層
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高鍋学校の窃究

びの場として、明治11年8月に私塾晩翠学舎が開設された。その苓在期間は、高錨学校

の漢籍部として吸収される明治18年4月までの約 6年8ヶ月であったが、在籍し

の数は110余名に及んだ。高鋪学校（高銭中学校）の生徒のなかには、この晩翠学舎に

も籍を寵きながら、学開修行に励んだ者が少なからず存在した九

明治12年6月に高鍋学校は島田小学校に併設される形で開設された。運営形態は、児

湯郡全体の賦課で運営される郡立学校であった。日向田の中央部に位覆する児湯郡は、

－延岡藩の！日韻が割拠した。そのうちわけは、児湯郡 6蛇52か村中、

4町13か村が18高鍋藩領、 2耳39か村が18佐土原藩及び18廷関藩領であり、高鍋学校は

この児湯郡全体の賦課で維持するとされたヘしかし、実質的な運営は旧藩主秋丹撞樹

による寄付金6000円の利息に頼るところが大きかった。高鍋学校は、所在地及び運営の

という点からして、 i日高鍋藩の学校という性格を色濃く持っていたのである。

は、部範学・変則中学・専門学の三学科から講成され、修業年販は師

範学科が下等小学科並授業法6ヶ月と上等小学科並実地演習 8ヶ月の計1年、変則中学

科が3年、専門学科は「当分算術ノー科ヲ ヲ定メス如何トナレハ入学試験

ザシテ其カモ亦等差アルヲ以チナワ J21 とされた。

次に掲げるのは、このときの変期中学科の学軒課程である。

第一キ前半期第六級／地学…日本地誌提要巻四迄、史学…国史撃要巻八迄、修身学…

修身論全部、物理学…物理全志、巻五迄、数学…平算、文章学…日本文典、作文…

書膿証券類、習字…緒字速培、英学…当分欠之、体操

第一年後半期第五穀／地学…呂本地誌提要巻五ヨリ尾巡、史学…関史撃要終造、修

身学…勧善章II蒙前編、物理学…物理全志終迄、数学…対数迄、博物学…具氏博

物学、文章学…文章軌範、作文…記事論説等、官字…前級ニ再シ、英学…

欠之、体操

第二年前半期第四級／地学…輿地誌略巻五迄、史学…十八史略、修身学…勧普訓蒙

後輔、経済学…泰西経済新論、北学…新式化学、数学…代数、

関シ、作文…前級ニ同シ、英学…当分欠之、体操

第ニ年後半期第三級／地学…興地誌略務迄、史学…元明清史略、経法学…英氏経i斉

化学…前殻ニ問シ、地質学…大意、踊学…罰法階梯茜蕗指甫等、数学…代

数、文章学…前扱ニ同シ、作文…前級ニ再シ、英学…＊分欠之、体操

第三年前学期第二級／史学・・・泰商史鑑、 画学ーー’

数学..・前級ニ同シ、 一単記、法律学…新律縞領改定律例、鉱山学・

幾何、文章学…八大家文格、作文…詰綾ニ同シ、英学…当分欠之、体操

第三年後半期第一級／史学…万国新史、商法学…商業論、農学…謡毅ニ同シ、

前級ニ同シ、法律学…前毅ニ向シ、数学…幾側、文章学…前級ニ同シ、作文…

前級ニ問シ、英学…当分欠之、体操22

－E
ょっω



関 議久

j英学系統の教科では、在級中に終了すべき教科書の巻数まで細かく明記されているが、

地買学や鉱山学といった専門学では「大意Jと記されるに留まり、 関しては

分欠之ム数学は教科書名が一つも持げられていないことがわかる。

ところで、時期を間じくして存立した晩翠学舎は、史学・経学・文章学といった漢学

移行を主とする場で、あったが、この三課に加え、地学・生理学・化学・経済学・

数学・｛！多身学といった高鍋学校で扱うとされる学科をカリキュラムに取り入れようとし

た時期があった。しかし、結果として、これらの学科が晩墾学舎で採用されることはな

く、前述の三課によってカリキュラムは編成された。晩翠学舎が漢学修行の場としての

性格を明確にする一方で、地学等の学科や英学は高鍋学校の教育に委ねるとされたので

ある。

(2) 高鎖中学校への改正

高鍋学校から高鍋中学校への組織変更がはかられたのは明治15年6月のことである。

高鍋村外4町村12ヶ村人民総代内田新六及び、見湯郡各町村戸長は、以下に掲げる「児湯

郡高鍋学校改革ノ儀ニ村伺Jを票当局に差し出し、高錦学校を中学校教期大綱に基づく

高鍋中学校に改正したいと願い出た。

児湯郡高鍋学校改革ノ儀ニ付伺

該校設置之儀ハ明治十ニ年六月中克湯全郡各町村戸長総代上江村元戸長縮会恒徳、外

日リ経侍得御裁可全郡之賦課ザ以開校致来｛決済額後地方貌及町村説増多ニ村人

民該校学資ノ支串ニ苦シムヲ以テ今殻各町村協議ノ上右賦課ザ廃止右区域内議北村

ヶ村ト分離シ！日高鵡村高鍋町上江村誰木村川京村高城村高

城町石河内村平自村持町村JI!南村JII北村都農町英々津町高松村日罷村三納代村合間

町十三ヶ村田有之学資稜金六千余円ノ，息銀及生徒受業科ノミヲ以保持致従前ノ小学

制範学変則中学専門学上等小学ノ諸課ヲ療シ更ニ公立中学校ト為シ中学校教期大綱

ニ基キ教則編成刻紙方法書之通改正施行仕度尤英語之議ハ本蘇苧

思準候ヘハ全之ザ欠キタルモ可黙哉ト考旦当地ヘ適切不仕侯関此一存ノミ変期英学

相用候心得ニ御窪候此段奉伺候也

fl!資金延分方法之議ハ家屋敷地井附器ノ書籍諸器機等一切元来旧高鏡村外国語I十

二ヶ持ノ共有品ナルヲ以サ此度ノ広域分離ニ付テモ只従来賦課ヲ廃止スルノミニ

テ別ニ穂北持外一昨三十七ヶ村ニ引分スベキ資産蕪之候23

ここから、新しく高鍋中学校として組織を改めるのに際し、高鍋学校が次のような変

更を行ったことが読み取れる。第一に、従来の高鍋学校が児湯都全郡の賦課で維持され

たのに対し、高鍋中学校は旧高揚村・高錯誤子をはじめとする 4蒔13ヶ村を運営基盤とし、

iま毘有資産6000円の利子と生誌の授業料で賄われる

その教育は中学校教期大網に準拠して作成した

22 

とされたこと。第二に、

に却すものとされたこと。



高鏡学校の研究

第三に、英学に関しては「本藤平第吾九号御布達jに基づくとされたことである。

まず、運営面における組識変更に触れると、これまで高鋪学校の運営に参加していた

穂北村富田村妾町外1町37ヶ村が学資の賦課に嵩え兼ね運営から手をヲ｜いた。先に触れ

たように、高鎖中学校は、所在地や運営実態という点から見て旧高鍋藩の学校であり、

ここに通う生徒のほとんどもlB高錨藷士の子弟であった。器、北村富田村妻町外1

陸T37ヶ社からすれば、重い賦課を背負ってまで、！日高鍋藩士の教育のために学校維持に

与する必要性はない。出生土探藩及び旧延岡藩の阿材が高鍋学校の運営から手をヲ！い

のはこのためであると考える。

次に、教背内容の改正について述べたい。「関紙方法書Jとして添甘された「学科学

期課程」に基づき、毎週授業時間を示したのが［表 1］である。高鏡中学校の惨学年限

辻初等中学校3年と高等中学校 2年の計 5年とされ、［中学科毎遺授業時間ノ…市川に

ると、初等中学校の年授が 1年、授業時間数で言えば全棒で計44時間少なかっ

ことがわかる。また、このときに採択された教科書一覧を示したものが［表2］である。

線灘各課授業時間表（明治15年6月作成改正〉

学

科

々
世
伊

＆
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p
 

和

漢

文
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術

代
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2 2 
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ヲ＼儀関

f世宥県における採択状況と比較するとへ（ 2）何万 6)( 7) (10) (16) (17) (21) (22）の番

をふった教科書は熊本や新潟など30前後の県において、また（10）も福岡や栃木など

15の県において将来的に採択されていくことから考えて、これらは中学校で採択される

一般的な教科書であったといえる。これに対し、行） (13) (25) (29) (30）は新議のみ及

び新潟とし 2の県のみの採択、（23）は出口のみの採択、（ 8 ) (11) (12) (14) (15) (24) 

位打（28）は本校のみの採択で為った。なお、算街については、引き続き教科書名が…

。も示されごとかったC

最後に、英学に閲する改正に触れたい。ここに登場した「本牒甲

辻、明治15年3月258に文部省布達第二号によって示された中学校教別大綱第五条但書

と

川
市
一
川
一
川
一
山
一
回
川
一
同
一
小
山
一
側
一
山
一
回
一
凶
一
凶
一
同
一
同
一
同
一
側
一
回
一
山
一
抑
制

(25) 

(26) 

(27) 

(28) 

(29) 

(30) 

認択教科書一覧（明治日午§月改正）

編者著者・刊行年・語数など

中村正産／明治11年 S丹／ 8冊

内外篇 2母

土井光華／明治10年 9月／ 5巻 3冊

間訟室谷／明治15年／ 3冊

諏材語／不明／ 7巻 8時

ウェブスター／不明／ 1冊

ウィルソン／不窮／ 3冊

コロネル／不明／ 1冊

パーリー／1871年／ 1冊

ピネヲ／不明／ 1冊

ノルトン／1873年／ 1晋

セウエルノ1875年／ 1冊

カットル／1875年／ 1冊

ウエル／1875年／ 1冊

コロネル／1876年／ 1器

槻修二／明治8年10月／ち巻8冊

内田正雄・西村英樹／明治 3年～10年／11巻迄

山田尭夫／明治14年／ 2時

棚谷元蕃／明治 9年11月／16巻 8冊

曾先之／不明／ 7巻 7冊

9月／ 5巻 5帝

牧山耕平／明治10年 5月／上中下 3冊

松山誠二／明治12年 1月／上中下 3冊

田中耕造／明治 S年 5月／巻ノ五、 3冊

田中耕造／明治 9年 5月／巻ノ四、 2藷

山田謙介／明治12年 1月／ 3巻 3冊

盟中耕造／明治き年 5月／巻ノ入、 1冊

牧山葬平／明治10年 9月／ 3冊

森下岩橋事森嶋修平／明治11キ10月／ 2器

【表2]

西洋品行論

科
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租漢文
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学
一
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希猟史

質地学

日本地誌要略

興地史略
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初学窺知

初学経詩論

誇記学階梯

理
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物
…
物
一
理
一
学

生
一
義
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一
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高鏡学校の研究

言文正（「但英語ハ之ヲ欠キ又ハ仏語若シクハ独語ザ以子換フルコトヲ得且唱歌ハ教授法

ノ整フヲ待テ之ヲ設クヘシ以下之ニ倣フJ）をf云えるものある。宮崎県域では明治15年

4月13日にこれが公おされた。この第三三条｛亘書の理解について、四方－i嬬誌 fこれ辻外

欠いてよいことを意味するのではなく、仏語・独語・韓国語などに重きかえてよ

いと解すべきであろうJ24という見解を訴している。この四方の晃解によれば、

と昇格するために辻、 f当分欠之Jである英学の開設が必至であったはず

である。ところが、「見湯郡高錨学校改革ノ儀ニ付伺Jt土、第珂郡及び、児湯郡の二蓄の

郡長を兼務する近藤千賀良による「高鍋学校改革ノ議ニ付別紙之通何出候ニ付篤ト取謂

候処事実相違紫之侯条至急御裁可相成候様致麦此段弼申侠也J25というお墨fすきを得、

7 月には r~可之趣認可候事J26 として農克島県当局に認可されていく。高鍋中学校教

期辻実糞的には大綱の基準を充たしていなかったが、鹿見島県の第三条但書に対する無

理解に起因して、中学校としての適格性を訴す教期と理解されたのである。つまり、

錦学校は本来克識しなければならなかった課題をそのままにして、中学校への改正が許

されたのであった。

3.高錦における中学校教腎嬰求の替徴

高鍋学校から高鍋中学校への組織変更は、鹿児島県の中学校教期大綱に対する無理解

に起因して実現したものであったが、このような中学校への改正は、高鍋一帯のいかな

る中学校教育要求に基づくものであったのだろうかc このことを明らかにするため

まずは18蕃主秋月種樹が草した「高鍋中学技説辞jという史料を手がか引こして、

における中学校教育要求合読み取ることにしたい。

中学校祝辞」は、高鎖中学校発足から約 1年半畿の明治17年 1月、制度史的に

いえば中学校通則の内容が高鏡に訟えられる直前の時期に、新年の開校を祝して秋月種

樹が贈ったものであり、当Eは教員の森によって代読された。開校式という敷粛な機会

を通じて、！日韓主が高鍋中学校生に何を語ろうとしたのか、そしてそれはどのような期

待に基づくものであったのかが、この史料を通じて見えてくるの

高鍋中学校祝辞

余家事ニ鞍掌。本校謂場ノ顛ニ接スルコト能ハスc 這ニ祝辞ザ逓メ。

ヲシテ朗読満場ニj間違セシメンコトザ

ト異1)。昔ノ学校ハ空理ヲ談ス。今ノ

トスO 今ノ学技ハ利用原生ヲ講ス。今ノぬ…

。鶏メヨヤ生徒。今ノ学校ハ。

実用ヲ尊ブ。背ノ学校ハ道徳ヲ

昔ノ Jvハ。一人

ノ学問ニシテ。公同ノ学問ニ非ズ。或ハ一人ニ利アリ。而シテ天下ノ泊予為サス0

・故ニ云ブ。初ノ学校ハ家ニ在リ。父母ノ家訓ヲ云。中ノ学校ハ学校ニ在1)O 小中学

校ヲ云。終リノ学校ハ世界ニ在リト。世界ノ形勢ヲ察シチむ学校ノ教訓ヲ為サスン

ハ有ルヘカラス。我レ生徒ノ為ニ苦フ。初ノ学技ハ。高鍋ニ在リ。中ノ

伊ヘυつω



爵 ｛義久

- 77リ。専ラ東京学校ヲ指ス。終ノ学校ハ政野ニ在1)。黙しノh 生徒高鍋ノ学校ヲ

視テ。東京学校ノ予欝門トナ：／0 議ニ学ヒ悲ニ麓メ。日夜乾々槽タラスO 必審会…

遊ヒ。法津経済ニ学ノ専門或ハ偏則ヲ極メ。政府ノ為ニ尽シチ。高鍋人民ノ光輝ザ

発セ沼。夫レ知期ナレノh 此ノ学校ノ隆ナルコト知ルヘシO 匙レ余ノ此開校ニ応テ。

祝辞ヲ発シ。且以テ生徒ヲ奮励セイメント欲スルナリ。

明治十七年一月七日 従四位秋丹

高銭；こいる間は f高錦ノ学校Jで学問に励み、その後は「必都会ニ遊ヒ。法律経渚ニ

ノ専門或ハ編則ザ極メ。設舟ノ為ニ尽シテc 高鍋人民ノ光輝ヲ発セヨ。」とあるよう

に、高鍋中学校修行後の東京遊学を強く奨励していることがわかる。このことは、高鍋

中学校の教育はこの場で生徒の完成をめざす完成教育ではなく、強訴でのさらなる

修行を前提とする予備教育という性格を持っていたことを示唆するものである。

高錨中学校を予構教育の場と捉える認識は、生徒の側にも持たれていたことが、以下

に掲げる自村化三郎「高舗中学校ヲ振ブノ策J色通じて見えてくる。この史学H土、明治

16年11月に当時高鍋中学校生の作文指導を監菅した！日務主秋月種樹が課した宿題作文に

対する解答で、書いたのは高鍋中学校の校長も歴任した田村義勝の三男田村北三部（当

時、初等第二殺生）である。

本校ハ高鍋入材ヲ輩出スルノ兵ニシテ猶摺本ノ摺鉢ニ於ケルガ如シ此校ヲ卒業スル

モノ未ダ全人トナス可ラズ之ヲ西方ニ散ジ各其学ザ修メ而Jv後真ニ人ト称ス可キナ

高錨学校を卒業しても「全人jとはいえず、「四方ニ散ジムさらなる学問修行に励む必

要があるという認識が、生徒の側にも行き属いていることがわかる

では、高鎖中学校出身者のその後の学習躍は、こうした！B薄主の期待に培えるものと

なっていたのだろうか。以下、高鏡中学校出身者のその後の動向を検証しておきたい。

「鹿児島蘇学事巡視功者J（明治16年3月調査、文部省年報十一号、）によると、当時

の高鍋中学校に辻、初等中学科第六級16名、第五級5名、第四穀13名、第三級10名

44名が在籍した。このうち、年齢と廷名の両方を把握することができた初等第三毅8名

を見ると、本町熊太（慶，i~ 2年5月生ト梅LlJ高明（慶応 3年6月）・黒本長令（明治元

年8月）・萱嶋太郎〈明治元年10丹生）・財津熊太部（明治2年5月）・藤田産（明治 2

年10月ト田村化三蕗〈明治3年1月ト吉田瓢郎（明治3年8月、以上明治16年llJi

であり、そのはとんどが明治以持の生まれであることがわかる

次に、年齢は不明で、あるが、このとき水町らと開様に最上級の第三級であった描崎元

次という人物に注目して、高鍋中学校授の動向を追うことにしたい。以下に掲げるのは、

揺崎が明治25年5月に児湯郡役所の学事担査部吏に任用される擦に郡役所に提出し

歴書の一部である。

一明治十二年八月

-26 



高鋳学校の研究

ヨリ全十五年七月造高鍋学校上等小学答修業

ヨlJ全十六年九月迄高鍋中学校初寺中学科第三級迄修業

全年十月設 lJ全十七年二月迄東京神田或立学舎ニ於テ英語漢文数学等穆業

ヨリ七月迄芝英学校ニ於テ英語学修業30

これによると、福崎は高鍋学校が発足した明治12年 9月にこの学校に入学し、

った時期にまたがって在籍した後、明治16年 2月に初等中学科の第三級を修

させ、翠10月以降誌東京の成立学舎において英語・漢文・数学などを修業したことが

わかる。梅崎の学習歴は、「高鍋ノ学校jで学問に賜んだ様、「必都会ニ遊tこJという i日

藩主の奨励に従づたものといえる。

高鍋学校開設当時からこの学校に在籍し、明治16年 9月に第三殺を終了させた福崎は、

高鏡中学校生のなかでは先障をきって東京遊学を果たした部類であったといえる。とこ

ろが、この時期の高鍋には、高鍋を離れ、東京の成立学舎で学部修行に励んだという

る

郷真砂町に

なく

人物が、議崎以前にすでに存荘した。これは、東京在住の高鍋出身者か与な

よって、明治12年ごろより千鳥舎と捻される遊学生のための寄宿寮が本

されていたことに関係する。千鳥舎は、「在京高鍋学生の学資を可成少

に都人士の悪風習に感染せしめざるJ31ことを目的に設重され、ここに身を

震く者には「此ヨリ四方ヘ通学シ、或ハ時二講義ヲナ

行ヲ嬢正スルJ32ことが期待された。禍崎が千鳥舎にい

一時ヲ結ピ、義ヲ

ここには計 9名

シ、品

を共にしてい

この 9名のうち、 1名は監督者である鈴木馬左塩、ほか 2名は明治15年5丹に上京し、

7丹に東京専修学校法律経済科奇襲γさせる河野寅次臨（文久元年生）という

人物と、河野同様に東京専修学校で移行した内田孝忠（文久元年生）という人物である。

残ちの 8名は、三好重彦（不明） ・武藤廉（慶応 2年 5月生ト太田周次郎（不明ト一

本桐四郎（藤応 3年生ト本庄郁馬（不明）・茜村亀太部〈慶応、 3年11月生）であり、後

らは福崎と向様に或立学舎に籍を置いていた。

以上のメンバーのなかで、高鍋中学校｛高鍋学校） したことが判明するの

本橋関誌ただ一人である。他方で、 の生徒に比較すると

る9名のうち、鈴木・三好・福崎を除いた 6名は、いずれも晩翠学舎での学習歴の持ち

った。つまり、高鋪中学校（高鍋学校）出身である福111奇が東京遊学を果たすよち

先に、

遊学を

このよう

（高鍋学校）出身者に比べるとやや年長である晩翠学舎出穿者が東京

し、千鳥舎に身を置いていたのである。

ると、！日藩主が開校式の場で生徒に対して「必都会ニ遊ヒjと奨励した

管景に辻、高鍋郷友会による千島舎の設震という東京遊学の条件面の整需と、このルー

トを通じですでに遊学を実現させた晩懇学舎出身者の存在があったことがわかる。

中学校で学ぶ生徒に期待されたことは、高鍋学校が中学校を名乗る前から築かれてきた

27 
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東京へのルートを造り、さらなる学習膝を麓むことであったといえる。

4.高鍋中学校における教育の実態

高錆中学校の教脊が也所でのさらなる学問修行を前提とする予欝教育という性祷を持っ

ていたこと辻前述した。そのような性経を持つ高鍋中学校の教育実態を、田村化三郎

「高鍋中学校ヲ援フノ策J（明治16年11月）という史料伝通じて検討することが本節のね

らいであるが、このことに先立ってまずは旧藩主秋月種樹による教育活動への関与状況

に触れておきたい。

明治初年に大学大監に任じられた秋月種樹は、明治14年4月 譲り、問年11月

には高舗に賠郷したむその後、「…日鶏校吏来 1）請ブテ日ク、公結ヲ掛ケテ林室主ヲ楽シ

ンヂ結論未ダ衰ヘズ、請フ日々郷校ニ臨ミ、 18藩子弟ノ幹式タラ

名顧フ所ニ非ザル告ト…（中略）…応ヘテ日ク、諾ト。是ヨワ日々冊ヲ扶ンノ ...'!::l./1人ハo

ル所ノ舎ハ、中学初等第二級ナワ。生徒八入。J33とあるように、高鍋中学校の幹

る武藤東西部の請願に店、じて、！日藩子弟の教育のために本校の教育活動に関与す

るようになった。その関わりは、生徒各人の進級証書を直筆で作成し、また作文指導に

も直接添部を行うなど、多操なものであった。

中学校ヲ援フノ策jは、このように秋月種樹の多様な関わりのなかで作成され

た宿題作文の解答である。この史料の大きな特徴は、教育の受け手の髄から見た高鍋中

学校の教育の実需が明記されていることに加えて、その実培に対する生詫鱒のある種の

不満も記されていることである。

高錆中学校ヲ振フノ策 宿題田村化三郎

我高鍋中学校将ニ東椴欺壊ニ主ラントス誰レカ之ガ為メニ慨然タラザランヤ今之ヲ

挽屈抜興スルハ我郷ノ急務タリ恭リ而シテ歪急ニ之ヲ回起セントスレバ却テ之ザ敗

ルコトアリ而レトモ又手ヲ供シテ其亡滅？？鹿視スルニ忍ヒザルナリ予故ニ日新校ヲ

振興スルハ度量宏大ノ謀ニ出ヂザレパ却テ土崩瓦解手ヲ容ルル所ナキニ歪ラン抑そ

此校タルヤ教場静環器械全備書籍倉庫ニ充j益シ破璃棚物理機被ヲ列ネ渉場ノ

ノ屑間ヲ国ラシ外ハ大譲ノ為メニ包マレ西ハ高山ヲ抑ギ東ハ市街ヲ遠ク実ニ学校ヲ

可キノ地ニシテ未ダ其不足ヲ訴ヘザルナリ然リト難モ独1）；教導師ニ歪チハ然ラ

ズ漢学ハ未ダ其入ニ乏シカラズト難モ沖学算学ノ類ニ至テハ内ニ書籍ヲ累ヌト

一組シ首ヲ低シテ云々ス鳴呼悲シム可キノ歪 1）ナラズヤ今来泰西各国ニ分業ノ法

行ハレ職工大ニ進ム分業トハ荷ノ謂ゾヤ業ヲ各人二分課スルナ l）：薮シ絶エズ機械ヲ

活用スルノ益アルナリ本校ノ書籍器械活用スルモノ殆ンド三分ノーニ過ギズ校ノ

微モ亦宜ナラズヤ然ラバ知書籍器械ヲ活用スルハ斯校ヲ振興スルノ基タルヤ明ナ 1)

書籍和漢洋ヲ兼ヌレバ生徒ニ授クル所モ亦和漢洋ニ渉ルヲ得教課和漢洋ヲ雑ユレパ

教導師モ亦和漢和ヲ具セザル可ラズ語ルヲ本校畦漢ニ博ウシテ洋和ニ乏シキ校ノ衰
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高鍋学校の錆究

数ヲ詔ク所ナレバ洋学師和学師葬学師等謹ク之ヲ蒋セザル可ラズ然リ而シ

キヲ如何センヤ於是乎予ニ葉アリ大ニ規期ヲ改革シ専門ノ課トナシ漢学ナワ

リ和学ナリ算学ナリ其益アルヲ取テ龍ノ学ハ蓋ク騒棄スルヨリ善ナルハ無カル可シ

然Jvトキハ他ノ書籍ハ皆無用ニ羅ス可シ無期ノ書籍ハ尽ク之ザ売却シ無期ノ教員ハ

皆之ヲ罷メ以子資本ヲ器セバ外使用セザルノ間師問書ナカル可シ内ハ資本充多磐石

ノ如ク又顛化ノ患ヲ見ザル可シ況ンヤ

門学ハ接待熟達其深奥ヲ掻ムルノ益アルヲヤ且夫レ人ノ ナリ富入ハ回

ザ、ル可ラズ農ヨリ言ヲ侯タズト -=i...シキ者種、長ズルニ及ンヂハ家計ザ

耕ニ埼セザル町ラザルアリ商法ヲ習ハサル可ラズ何ノ暇アツテカ学術ヲ修メンヤ此

詩ニ当リテ未熟ノ数課ト熟達ノー業ト口己ゾヤ請フ智者ノ議ヲ間カン之ヲ

ブ酒煙草蓄油ノ三臨ヲ兼ヌルモノアワ醸酒刻草製替等ノ器械皆備具スト難トモ絶エ

ル者無ク唯酒造技ーアルノミ旦ツ資金三由ヲ穆ムルニ適セザルナリ

レガ為メニ日一日ヨワ衰額ノ状ヲ顕ハシ妻子将ニ凍銭セントスルノ勢アリ是

時ニ当テ之ヲ挽回スルノ策知何若良売ヲシテ之ニ娃セシメパ刻草袈醤ノ器具皆之ヲ

シ以チ資本ニ充テテカヲ揺寵ニ専ニスルヤ必セリ以テ証ス可キナリ或入日ク此

校ザ援輿スルハ生徒ノ月謝ヲ騰貴スルニ如カズト夫し校ハ生徒ニ成島生徒ナキハ校

トナス可ラズ而シテ此説ニヨレパ生諸ノ入校スルモノ無カルベシ夫レ入業ヲ師ニ受

クルヲ好ムモ萱ニ月謝ノ騰費ヲ望マンヤ部ルヲ況ンヤ我捧ノ貧窮他国ノ比ニアラ

加之会々事ノ益アルヲ見ルモ納ルルニ急ニシテ出スニ毅ナル性アルヲヤ必ズ生徒指

継イデ退校ヲ欲シ校ノ衰微前日ノ比ニアラザルニ至ルヤ推知ス可キナリ予ガ説ヲ開

クモノ成ハ日ン夫レ此校ハ書籍器械ノ全議スルヲ以テ大ニ益アリ若シ之ヲ売却セパ

無源ノヌ主流ノ如ク無視ノ花弁ノ如ク何ゾ誠ピザルアラント嶋呼真ニ熱ワ

タル昆書籍ザ散滅スルヲ望マンヤ熱レドモ之3lJ甚シキモノアリ寧ロ書籍ヲ散失ス

シテ此校ノ亡ルヲ見Jvニ忍、ピザルナリ荷ンゾヤ甚大ヲ忍ンヂ小ヲ忍ブ能ハザ

ルノ甚シキヤ響ヘパ数万ノ城慶モ安ンジ之ヲ改メヲ数十ノ英屋トナスヲ欲セザルガ

知シ天変成ハ共乱ノ挙アルニアラザレパ必寛美屋ニ変ズルコトナカル可シ誰レカ

ヲ笑ハザルモノアランヤ抑モ本校ハ高鋳人才ヲ輩出スルノ具ニシテ議擢木ノ摺鉢ニ

於ケんガ如シ此校ヲ卒業スルモノ未ダ全人トナス可ラズ之ヲ西方ニ散ジ各其学ヲ修

メ記ル後真ニ入ト称ス可キナl)t習木モ掠鉢中ノ胡麻ヲ搭lJi詰ル後之ヲ諸物ニ施シテ

始メテ美味ヲ奏ス可キナワ今予ガ此策タル鉢中ノ胡蘇其摺木ノ破壊ヲ賛論スルモノ

ーシテーモ取jレニ足ラザルナワ熱ワト難モ予ノえ校ノ為メニ未ダ開見セザル所ヲ見

顕スルモノ蓋シ少シトセズ故ニ口議ノ罪死ニ容レズト難トモ聯カ鴻恩万分ノ…ニ報

ズ、ルアラントス知ラズ其効設フ所ノ者ト芸華麗ノ差艶キヤ杏ヤ34

この作文は、まず高鎖中学校の教育の問題点について述べ、続いてその改善策とそれ

を遂計する上で必要となる資金確保の方法について述べるという構成になっている。
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関 犠久

教育の問題点を述べた箆秀！？について見ると、高鍋中学校は教育環境の側躍においては、

教場は静粛で、書庫は書籍に満ち溢れ、教具も完犠されるなど中し分のないものであっ

たが、それらを用いて指導にあたる教員の資質には大急会問題を抱えているという指揺

がなされていることがわかる。たしかに、高鍋中学校教員となった田村義勝、綾部豹哉、

内田又次長E、岩村真鉄、河辺貞、川崎良哉、森宜著らの学習歴（｛表3］参顛〉を見る

と、このうち本格的に算街修行や英学修行を経験したといえるの辻河辺と川崎を再名の

みであ号、しかもこの阿名はごく短期間在任したにすぎなかったO 残りの教員の学習歴

は漢学に偏重し、算学その他を教える を持ち合わせていなかったO そのため漢学以

姓 名

田村義勝

内田又ご郎

綾部豹義

岩村真鍍

湾建貞

川崎良哉

｛表3】 教員路瞭一葉

略 歴

まれ。弘北4年より明龍堂に入ち支那学修業。文久 3年助教になる。

慶応 2年より江戸遊学、安井息軒に就き約 2年間j薬学修業。窮治元年秋丹

い上京。鶏気のため、簿郷し、明治 6年11月、
陪 9年 6月学思攻締兼務となる。間11ギ8月

同11年 9丹、学亙攻締依頼免鞍。同12年 S月高鍋学校長拝命、間年12月校長故！願免

職、高鋪学校在勤準一等謬II導怪命。向16年10月

安政2年生まれ。鹿応二年から明治三年まで穣校現檎堂に入与漢学修行。周年 7
月、東京遊学、仏人のモイ・バンドルとポ…ノに就き仏語並びに数学を修行。翌四

年麗蕃のため靖郷。同 7年 5月宮崎学技師範学科入学、翠 S年 5月

誌を援かる。同 7Ji同校代授、務ら数学移行。｜可12月

翌 9年 6月から同11丹
年 5月高鍋学校在勤。

安致容年生まれ。明治 3年明倫堂に入り漢学修業。同 4年よち皇典修学。同 6年

高鍋上江小学校に入与普通科鯵学。同 7年 9月宮崎学校設立生捷募集に応じ中学

に編入。同 8年 4月下等科卒業、同12丹上等科卒業、宮崎県学務課躍となち

として県内巡回を命じられる。同 9年 1月富崎学校中学生に編入、県庁の

都合によち開級生皆小学師範科に編入、間年 2月間科卒業。同年10月島田小学校在

勤二等部！導補在沼。同12年 6月w11導辞す。同16年10月高鍋中学校三等準教諭に任じ

られる。

安政 3年生まれ。元治先年より明j会4年まで建国藩校農業館に入り漢学修行。持

5年より同 8年まで建聞社学ι入り漢学・英学・数学の三科修業、数学助教や英学

代授となる。同年 3月よち中津市学校に入り英学修業、再校分校の教員となる。河口

年 1月より間宮月まで廷i再発天社助教。同年12月襲謄義塾入学、同13年 4月

5丹千葉師範学技在勤、 9Ji依願免載。同14年 1丹より再10月ま

河口月

2年生まれ。明治元年より明備堂に入りi奨学穆業s 同5年、寄宿生となり虫

学f事業を命じられるが、容宿寮が麗止となる。明治 6年、高鍋小学校が沼津兵学校

階嵩小学校教期を用いる欝に再入学。二級まで進綾後に数学を学ぶ。同 7

校に入ち小学科惨業。明治 9年 2月師範学校第二等証を得る。河年 4月よち

学、学農社に入札約 3年間、農学・数学・
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高鍋学校の研究

外の授業は、首をうなだれ、教科書をボソボソ拾い読みするというものとなっていたの

である。宿題作文を課した秋月種樹もまた当時の高鍋中学校の教育状況についての言及

を残しているが、それは「学科有四。日史学。日修身。日文学。日作文。」35 という数学

や化学は学科としてもとより成立していなかったことを示唆するものであった。

このような水準にある高鍋中学校の教育は、中学校教則大綱の基準はもとより田村ら

生徒の要求も満たすもので、なかった。その改善策として述べたのが、「洋学師」「和学師」

「算学師」を招聴してこれらの学科を充実させるということであった。しかし、高鍋中

学校にはそれを行うだけの経済的条件が備わっていなかった。「別紙方法書」に記載さ

れた「経費収入及支出概額」によると、同校の一ヵ年収入金額は生徒授業料60円と積金

利子850円）の計910円で、支出は教員給料432円、役員給料96円、舎監宿直料24円、番

人給料24円、書籍器械費120円、修繕費20円、諸雑費25円、予備費169円というものであ

り、新たに教員を雇用する余裕はなかったことがわかる。それを補う方法として、月謝

の額の引き上げは一つの手立てであったが、田村の認識によれば、他国に比べ貧窮であ

る高鍋のこと、これを契機に生徒の退校が相次ぎ、かえって衰微が増すことが見込まれ

た。そこで、田村が示した資金確保の方法は、学科課程を漢学・洋学・和学・算学に集

中させ、これらを除く諸科はすべて廃棄し、それに伴い無用となった書籍や教員を罷免

することで資金を確保するという大胆なものであった。

このように大胆な提言がなされたのは、「座シテ此校ノ亡ルヲ見ルニ忍ピザルナリ何

ンゾヤ甚大ヲ忍ンデ小ヲ忍ブ能ハザルノ甚シキヤ」と述べられるように、それだけ高鍋

中学校の行く末が生徒の側にも危倶されるものであったからにほかならない。しかし、

この作文が綴られてから 2ヶ月後の明治17年 1月には中学校通則が制定され、高鍋中学

校は一転存続の危機に立たされることになった。

5.高鍋中学校から高鍋学校ヘ

( 1) 明治17年6月の教則改正

明治17年 1月に中学校通則が制定されると、高鍋中学校は中学校の名称返上を余儀な

くされた。ここでは、中学校の名称を降ろした後に、高鍋学校はいかなる教育機能を持

つ学校として存続を保とうとしたのかを見ることにしたい。

明治17年6月14日、児湯郡南高鍋村高鍋町北高鍋村蚊口浦村上江村ノ一部学務委員森

長祥ほか14名は、以下に掲げる「児湯郡高鍋中学校改革伺」を差し出し、再び高鍋学校

と改称することを願い出た。

児湯郡高鍋中学校改革伺

従前之高鍋学校ヲ廃シ更ニ公立高鍋中学校設立伺明治十五年七月廿日鹿児島勝ニ於

テ認可セラレ爾来開業致来候処資本金寡少永久維持ノ見込難相立候間愛ニ復高鍋学

校ト改称、シ別紙教則井方法書之通施行仕度関係町村人民協議相整候間御認可相成度
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関 議久

此段相伺候＠36 

この頼いへの指令をめぐって、当詩集学務課員であったJI！埼良哉は「商鍋中学校改革

弱ニ付指令伺」（ 6月28日作成）を通じて、自身の見解を長官に表明している。川崎は

一時は高鍋中学校教員を勤めた経歴の持ち主である。

中学校通期ニ挺リ完全ノ中学校ヲ維持スルハ現時ノ情勢数町村ノ協議費ニ

得ヘキモ日U非サレハ実ニ止ヲ得サル次第二有之全中学校ノ名称ヲ改メ某学校トシ

高等ナル普通学科ヲ島爵シ之ヲ教授セハ中年学生ヲシチ方向ヲ誤ラシムルノ恐モ無

之其結果ニ於テ従来ノ中学科ヲ教授スルト格別ノ差等ナク或イハ却テ名実其当ヲ得

ル隷被認訣就テハ伺通御認可相成可会長哉相伺候也37

高鍋一帯で中学校通則に準じた中学校を維持することは現実的に不可

能なので、中学校という者較を降ろし、高等普通学科を教授する高鍋学校として存続さ

せれば、「中年学生jの方向を誤らせる恐れはないというように、中学校として

を諦めつつ、学校自体の存続についてはその必要性を訴えるものとなっている。結果と

して、再丹308には改正が認められ、強自の教期に基づく高鍋学校としての再出発が許

可された。

再出発に際し、高錆学校はそ

キ学力アル者ニ高尚ナ

目的を「本校ノvj、学中等科卒業ノ者及記之ニ均シ

ヲ掛酌シ修身和漢文葬街歴史地理物理留学ヲ主眼トシ

兼テ化学経済本邦法令簿記体操等ノ大略ヲ授クル所ニシテ中入以上之業務ニ就クカ為メ

ノ学校ニ入ル学カヲ得セシムルJ38と改め、学課課程は｛表4］に示すものを

した。惨学年~誌は 4 年制となり、毎選授業時数は284から 206への縮小、英学をはじ

めとする動物・犠物・金石・三角法などの教科が姿を泊した。このように、

中学校の看板を降ろすことにより学校自体の存続を謀ったが、その学課課程は引き続き

生徒の要望の高い英語教育を欠いたものとなってい

(2) 明治19年4月の教則改正

8月に中学校の看板を降ろした高鍋学校は、それから 2年後の明治19年4月

に再び、教則改正を行った。この時の改正の特援は、その設置日的合「本校ハ小学高等科

者若クハ之ニ均シキ学力アル者ニ修身英語漢文数学体操ノ五科ヲ授クル所ニシテ

中人以上ノ業務ニ就クカ為メ又ハ高等ノ学校ニ入ル学カヲ得セシムルヲ目的トスJ3虫と

改めたことに見るように、教脊内替のなかに英語教育を盛ち込んだことである。入所規

定として川、学高等科卒業ノ者jを掲げたのは、高鍋学校の入学者が基本的に高鍋高等

ることを想定したのであろう。

次に、この時に定められた学科課程及び採択された教科書を見ることにしたい〈｛表

汀｛表6］参照。）。授業時間数を克ると、修身24、英語147（読方72、作文27、会話路、

、数学54（算術18、代数24、幾何12）、漢文96（読方72、作文24）、体操36であり、
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高鍋学校の窮究

計357時間中、英語の授業時数は全棒の約 4割に相当する147時間が割り当てられている

ことがわかる。高鶏学校は英語教育を専らとする学校に大きく性揺を変更させたのであっ

はじまち辻、高鍋学校生にとっ

した海野貞敏という人物は、

きな意味を持つものであったc 明治19

という回想記事のなかで、このと年

きの模誌を以下のように述べている。

明治十九年の四月から、多分吉香公（秋月種樹＝引用者注〉の思召によってであろ

う、少し組織を替へ、 な学科として授ける様になり、校長には京都同志社

卒業の藤田愛治と云ふ熱男子が来て、もっぱら英語を教へた、此時公は閑散で語ら

れた為、 j青観公以来の主義が自然に発現したのであらうか、或は別に大に題せらる〉

所があったのか、親から教鞭を取って、一六、七段より、二十二、三識に歪る

穆身、漢文、作文等を授けられたその時は新に英語を加へ、組織を変更した時

であづたから、三年級の卒業関ぎはの者も、希望によち最下級に編入せられたので＼

余等の顛き、十六哉の者もあれば二十三歳の人も冊殺で、

のであっ

に甚しいも

【表4] 都週各課授業時間表（明治17年4月作成〉

科 高2 科 王

体 図 生

本邦iメ1土ロ入

記 事歪 化 習 地 物 歴 幾 1-t 算 手立 {I多 ~ 

漢

操 酉 理 簿 i斉 ォ出ーん r十上、 現 理 史 何 数 f者 文 身

1 2 5 6 6 5 3 期前
第

一
2 5 6 6 5 3 期後

年

1 品 3 6 2 3 5 3 期前
第

2 2 3 6 3 3 5 3 期後
年

1 2 2 2 3 5 2 3 5 3 期”前
第

1 1 1 2 3 3 4 2 3 5 3 後期
年

2 2 2 2 3 5 3 5 3 持鰐jJ 

年第四

1 3 3 4 6 3 5 3 期後

比授業数 各8 3 5 3 4 8 6 18 14 36 12 14 15 40 24 
較課

内べ
u

q
J
 



関 儀久

ここから、英語教育の導入は同志社出身の藤雄愛治を校長に揺轄することによって実

現したこと、その英語教育を受講するために、生徒のなかには、卒業開際であるにもか

かわらず、最下級への編入 る者がいたことが、 なかで述べられてい

ることがわかる。

また、明治19年5月の開業式において、生徒代表として「高鍋学校開業祝詞Jを読み

上げた和田貞も、その祝辞のなかで、高鍋学校iこおける英語教育の導入について、以下

のように言及している。

我校ヲシテ洋学其諜ニ寵カシムルノ設起ルヤ日ニ数年ノ前ニアリ今此課ヲ此校ニ行

ア一朝一夕ノ造為ニ非ル也鳴呼基業ヲ関ク其レ難イ哉維新試還外国ト交通スjレニ当

テヤーツノ洋学者ナクンハ言通セス意弁｛：ズ、猶牛馬ニ応接スルト一般ニシテ今吾ノ

如ク五ニ交通スルヲ脊ザル也今其レ欧求諸国ト我国トノ関苔ノ差其し果シテ如何ン

シ我ヲシテ文明開化ノ上地位ニ在ラシメハ何ゾ外出ノ語ヲ学ピ智ヲ彼ニ取ラ

日 議選番諜授業時表（明治19年4月改正）

体 文漢 数
英雪ロ氏r:t 4多 －注γ'!:> 

操 f文乍 方読 す持らー
f習''¥ 

l話ヱh~ 作文 方長JC 身 手ヰ

3 2 6 6 2 6 2 議旦て「4 

第
3 2 6 ら 2 6 2 期学 一

年

3 2 6 6 2 6 2 英学男

3 2 6 も 2 3 6 2 寸期会主ゐ一

第
3 2 ち 6 2 3 6 2 学鰐 一

年

3 2 6 ら 2 3 6 2 学期

3 2 6 6 2 3 ら 2 嬢づ主主〕ら

一 第
3 2 6 6 2 3 6 2 期学

年
一一

3 2 ち 6 2 3 6 2 鶏£寸ミ与ゐ

一
3 2 6 2 3 6 2 期学

3 2 6 2 3 6 2 鶏学 第四年

一
3 2 6 3 6 2 学期

比授業数 各36 24 72 54 6 18 27 72 24 
較課
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高鍋学校の研究

ンヤ寧ロ我国ノ語ヲ学バシメ智ヲ彼ニ取ラシメン然リト難トモ此ノ如クナラズ智ヲ

彼ニ取リ益ヲ彼ニ得テ以テ開花ニ導カズンバ終ニ開花ノ地位ニ進ムヤ黄河ノ清ムヲ

待ツガ如シ明治以来政府巳ニ外交ヲ許ス全ク智ヲ彼ニ取リ益ヲ彼ニ得ルニ在リ故ニ

洋学一日モナカル可ラズ是レ我国洋学ノ盛大流行スル所以ナリ是レ我校洋学師ヲ聴

スル所以ナリ 41

英語教育の導入が高鍋学校においては積年の課題であったことに触れつつ、このこと

が実現したことの意義を、祝辞のなかで述べていることがわかる。

【表6】 採択教科書一覧（明治19年4月改正）

学科 教科書名 編者著者・刊行年・冊数など

修身 大学 1冊

先哲叢談 原善編／ 8冊

西洋立志編 マイルス／ 1冊

西洋品行論 マイルス／ 1冊

英学 読本 ウィルソン著／ 3冊（第 1・第 2・第 3) 

モツゴッフー著／ 1冊（第 4)

万国地理 ギヨー編述／ 1冊

万国史 スウネントン編纂／ 1冊

米国史 ベラルド編纂／ 1冊

英国史 アンダーソン編纂／ 1冊

動物原論 アガシー著／ 1冊

草木生育論 クレー著／ 1冊

人身究理及び衛生学 ダルソン著／ 1冊

化学 スチール著／ 1冊

物理新編 ガノー著／ 1冊

経済初歩 フヲーセット著／ 1冊

文法初歩 スウネントン著／ 1冊

文法全誌 スウネントン著／ 1冊

作文 カッケンボス編／ 1冊

数学 算術 デピス著／ 1冊

ロビンソン著／ 1冊

代数 デピス著／ 1冊

ロビンソン著／ 1冊

和漢文 日本政記 頼裏編／ 8冊

正文章軌範 諏材徳編／ 3冊

孟子 4冊

史記 司馬遷編／25冊

春秋左氏伝 左丘明編／15冊

唐宋八大家読本 沈徳潜／16冊

戸

h
d

q
J
 



関 議久

まとめ

明治10年代の宮崎県域で、中学校を名乗った学校は、基本的に中学校正格化にどう対応

するかという問題以前に、学校としての経営基盤さえ持たない不安定な学校であった。

のなかで、明治15年8月に中学校教期大舗に準じた教則改正を行い、中学校を二約束づ

た高鍋中学校は、ある意味では鹿児島県内で堆ーの正諮中学校であり、学校告体の維持

という点では固有の経営基盤を持つ安定した学校であったO もっとも、高鍋中学校教関

誌実実的には大綱の基準を充たすものでなく、鹿児島県の第三条但書に対する無理解に

詔冒して、中学校としての遺構性を本す教則と理解されたのであった。

高錨中学校の教育は、高鍋にいる龍は［高鍋ノ学校Jで学問に励み、その後は「必都

日官と。法律経済ニ学ノ専門戒ハ偏則ヲ軽メ。政措ノ為ニ尽シテ。 光輝ヲ

発セ羽。Jという奨励が蕃主によってなされたように、東京等の他所での学間接行を

とする予備教育という性揺を持っていた。そして、その背景には、高鍋郷友会ぷよる

千鳥舎の設置という東京遊学の条許亜の整備と、このルートを通じてすでに遊学を

させた晩翠学舎出身者の存在があった。高鍋中学校がめざした教育は、高鍋学校が中学

校を名乗る前から築いてきた東京へのルートを辿り、さらなる学問修行に艶む人材を送

り出すことであった。しかし、教育水準という点でいえば、高鍋中学校の教脊辻、漢学

以外の教科は教科書をボソボソ拾い読みするという程変に為札中学校教期大縞の基準

はいうまでもなく、中学校全徒の要求を充分に満たすものにもなっていなかった。

中学校通期が制定され、中学校の名称の返上が求められると、高鎖中学校は中学校と

いう看板を誇ろし、高等普通学科を教授する高錦学校として存続する途を選択し

として存立することは叶わないにしても、「中年学生Jの教育機関として、

校は絶対に必要とされたのである。そして、明治19年4月に教則改正を行い、

は英語を事らとする学校に大きく性轄を変更させたO 英語教育の導入は高鍋一帯におけ

る積年の課題であり、高鍋学校生にとっても大きな意味を持つものであった。この英語

教脊を受講するために、生徒のなかには、卒業間際であるにもかかわちず、最下級への

編入を希望する者もいたほどであった。

以上見たように、高鍋学校が中学校を名乗った背景には、東京等の地所での学問修業

を前提として、この地方で実施できる高等普通教育を可誌なかぎり授けたいという

の教育要求があった。そして、文部省の踊一的な中学校正格化と相対し、近代中学校へ

の転換を断念させられた後に、高鋳学校はカリキュラムを大幅に改定し、この地方の積

年の課題で為った英語教育の導入を実現させたのであった。旧藩校の存続を模索する過

程において、高鍋学校の教育は専門学を学ぶ捺に必要な英語を専らとするそれへと’性格

を改めたのである。押し寄せる中学校正格化の波が高鍋ー苦の教育にもたらしたもの辻、

このような！日藩校の変容であった。
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高鏡学校の研究

1. 高鍋学校は明治28年 2月iこ

知事に上申し、また明治30年 7月に

〔注〕

を宮崎尋常中学校五年生iこ無試験で編入できるよう県

地方費支弁おるい

分校にして廷しいと君主い出た（『宮崎県史 瀧史繕 逗・現代 1j p927～928、f高銭有史ip867～ 

869）。宮崎尋常中学校への接続や尋営中学校分校への昇格を請うこれらの願いは、結果とし

開き屈けられることはなかったが、宮崎尋常中学校を軸とする正系の学校鉢系が宮埼県で整備され

ていく明治20年代後半以降に、高鋳学校iまいうなれば傍系の中等教青接関として、この地方の中学

九州大学出販会。

4. 

s. r文部省第七年報j、『文部省第八年報L
6. rn南市文化財調査資料集第32集

f変説肥史稿j1979年、

7. 『文部省第八年報Jo
8. 

1999年、 p34～350 ij註 1978年、 p544o

ンタ

1 j p363o 

f各謹学校私立小学校及教育会』自9. 

10. 向上。

11. 

年報Jo
12. r文部省日誌j明治12年第 5号。

13. 向上0

14. 同上。

15. 岡上。

16. 語講 f各麓学校弘立小学校及教育会J。

、f文部省第十年報j、f文部省第十一年報jf文部省第十二

17. 

18. 

a石井十次資料館紀要j

21. 

22. 同上。

23. 言言語？各種学校私立小学校及教育会Jo
24. 四方一議『中学校教期大輔の基礎的研究』（梓出版社、 2004、p58～ p59)

25. 前掲『各種学校私立小学校友教育会Jo
26. 向上。

27. 

28. 

フノ葉j

29. 高鋳中学校生 8名の生まれ月辻、

年六ケ丹」という記述から逆算して求めた0

30. 町立高鍋図書館所蔵、 f福崎元次履壁書j

所収、田村化三部 振

十八試業作文詩文集巻－Jにある
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31. 

32. 

33. 

34. 前掲「高鍋中学校ヲ撮フノ策j。

関 議 久

S月、 p27～p30o

明治18年 5月。

試業作文

35. r高鍋郷友会報告i第37号、明治31年6月、

3弘前掲『各穂学校私立学校及び、小学校J。
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